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球状トカマク合体実験に向けた初期プラズマ生成過程の高効率化
Optimization of Initial Plasma Forming Process for Spherical Tokamak Merging Experiment
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中心ソレノイドを用いない高β球状トカマク（ST）プラズマ生成法 [1]の 1つとして，東京大学 UTST装
置では真空容器外部 PFコイルのみを用いた ST合体生成法の開発が行われている [2]。本手法で実現される
STのプラズマ電流 Ipは合体前の初期 STのそれに強く依存するが，外部 PFコイル誘導のみを用いた初期 ST
立ち上げでは真空容器壁内の渦電流による磁場遮蔽効果が強く，駆動可能な Ipが大きく制限される。そこで
本研究では，予備電離装置として用いられていたワッシャガン（WG）[3]を利用し，局所ヘリシティ入射 [4]
の要領で初期 ST電流駆動のアシストを行うシステムの開発を行っている。
本システムはWGと対向電極の組からなり，WGで生成されたプラズマが所与の磁力線に沿って拡散して
電極まで到達した際，WGアノード端子電位 Varc と電極電位 Velectrode の差 Vinj によってプラズマ拡散経路上
に入射電流 Iinj が駆動されることを想定したものである。放電時の電流・電圧波形及び高速カメラ画像の例
をそれぞれ図 1，図 2に示す。t = 8.10 msにWGアーク放電（電流 Iarc）によりプラズマが生成されはじめ，
t = 8.55–9.00 ms頃に 1 kA程度の Iinjが駆動された。このとき同時に観測されたプラズマ電流 Ipの Iinjに対す
る比 Mは約 3のまま保たれており，また，この値が図 2で見られた輝線及び事前の計算で得られた磁力線の
トロイダル方向周回数とよく一致していることから，想定通りの電流入射に成功していることが示唆された。
今後はこの Ipを外部 PFコイル誘導によって増幅して大電流初期 STを形成するため，磁場生成方法の改良を
検討している。
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図 1: 電流（黒：Ip，赤：Iarc，青：Iinj），電流増幅
比（M = Ip/Iinj），電圧（黒：Vinj，赤：Varc，青：
Velectrode）の各波形例（#181018-015）
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図 2: 電流駆動時の高速カメラ画像例
（#181018-015, t = 8.80 ms）
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